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凡
例

一
、�『
熊
本
県
議
会
史
』
第
十
巻
は
、
平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
四
月

か
ら
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
四
月
ま
で
の
一
二
年
間
の
県
議
会

の
足
跡
を
収
め
た
。

一
、�

本
巻
は
、
第
九
巻
第
十
編
に
続
く
第
十
一
編
と
し
、
本
編
の
『
熊
本

県
議
会
史
第
十
巻
』
と
別
冊
『
同
資
料
編
』
か
ら
な
り
、
本
編
で
は

熊
本
県
議
会
の
活
動
を
中
心
に
本
県
の
諸
情
勢
、
県
政
の
動
き
に
つ

い
て
記
述
し
た
。
別
冊
資
料
編
に
は
予
算
・
決
算
議
案
（
一
般
会
計
・

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
）
に
係
る
会
計
表
や
議
員
提
出
議
案
・

委
員
会
提
出
議
案
、
年
表
等
を
掲
載
し
た
。
さ
ら
に
、
本
編
・
資
料

編
の
内
容
を
D
Ⅴ
D
に
収
め
て
添
付
し
、
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
た
。

一
、�

本
編
の
構
成
は
既
刊
の
『
熊
本
県
議
会
史
』
と
同
様
に
総
説
と
各
説

に
分
け
た
。
総
説
で
は
一
二
年
間
の
動
き
を
地
方
自
治
、
政
治
と
政

党
、
産
業
経
済
、
教
育
と
文
化
、
県
政
の
動
向
（
ハ
ン
セ
ン
病
、
川

辺
川
ダ
ム
建
設
、
水
俣
病
、
有
明
海
・
八
代
海
）
の
五
章
に
分
け
、

各
執
筆
員
が
記
述
し
た
。

一
、�

各
説
は
、
議
員
任
期
の
四
年
で
区
切
っ
て
、
こ
の
間
の
全
国
・
県
内

の
動
向
、
事
件
・
災
害
・
社
会
問
題
等
を
概
観
と
し
て
各
章
の
冒
頭

に
配
置
し
、
そ
の
後
に
県
議
会
議
員
選
挙
に
伴
う
各
種
デ
ー
タ
、
続

け
て
各
年
度
の
定
例
会
・
臨
時
会
の
会
議
内
容
の
要
約
を
載
せ
た
。

一
、�

定
例
会
と
臨
時
会
の
内
容
は
「
第
一
項 

要
旨
」　
「
第
二
項 

議
事
梗

概
」　
「
第
三
項 

重
要
議
案
の
審
議
」　
「
第
四
項 

請
願
」
に
分
け
て

記
述
し
た
。

一
、�

正
副
議
長
及
び
役
員
欄
に
は
、
正
副
議
長
の
就
任
・
辞
職
、
各
委
員

会
委
員
長
の
就
任
・
辞
任
を
載
せ
た
。

一
、�

議
員
の
異
動
欄
に
は
辞
職
、
辞
任
、
所
属
会
派
の
変
更
等
を
載
せ

た
。
補
欠
選
挙
に
よ
る
当
選
者
お
よ
び
所
属
委
員
会
も
本
欄
に
載
せ

た
。
第
一
項
の
議
員
の
氏
名
表
記
は
五
文
字
取
り
と
し
、
氏
名
が
四

文
字
以
下
で
あ
れ
ば
、
姓
と
名
の
間
に
一
文
字
分
の
空
白
（
ス
ペ
ー

ス
）
を
設
け
た
。
各
常
任
委
員
会
、
各
特
別
委
員
会
の
委
員
名
の
上

に
あ
る
◎
は
委
員
長
、
〇
は
副
委
員
長
を
表
す
。

一
、�

各
年
度
の
最
初
の
定
例
会
に
は
県
執
行
部
の
氏
名
と
役
職
を
載
せ
、

そ
の
ほ
か
の
定
例
会
に
は
異
動
し
た
者
の
み
を
掲
載
し
た
。
前
議
会

か
ら
異
動
が
な
い
場
合
は
、「
前
議
会
に
同
じ
」
と
し
た
。
県
執
行

部
の
氏
名
は
、
議
員
名
の
表
記
法
に
準
じ
た
。

一
、�「
第
二
項 

議
事
梗
概
」
で
は
、
本
県
議
会
の
日
程
と
動
向
、
付
議
案

件
（
知
事
提
出
議
案
、
決
算
認
定
議
案
、
議
員
提
出
議
案
、
委
員
会

提
出
議
案
）、
知
事
の
提
案
理
由
説
明
、
代
表
質
問
・
一
般
質
問
及

び
答
弁
の
要
点
に
お
い
て
は
、
各
議
会
の
『
会
議
録
』
を
も
と
に
要

点
を
ま
と
め
、
と
く
に
一
般
質
問
に
お
い
て
は
、
テ
ー
マ
別
に
編
集

し
た
。「
第
三
項 

重
要
議
案
の
審
議
」
に
お
い
て
は
、
特
別
委
員
会

に
お
け
る
審
議
、
常
任
委
員
会
に
お
け
る
審
議
・
予
算
関
係
議
案
、

決
算
認
定
議
案
、
条
例
等
議
案
に
分
け
、
審
議
内
容
を
要
約
し
、
議

員
提
出
議
案
・
委
員
会
提
出
議
案
（
質
疑
ま
た
は
討
論
が
あ
っ
た
も

の
）
を
記
述
し
た
。「
第
四
項 

請
願
」
は
採
択
さ
れ
た
案
件
の
み
を
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載
せ
た
。

一
、�
付
議
案
件
の
決
算
認
定
議
案
の
表
は
す
べ
て
継
続
審
査
事
件
で
、
上

程
時
の
議
案
番
号
を
引
き
継
い
で
い
る
。

一
、�
各
議
員
の
氏
名
は
、
本
県
議
会
に
届
け
出
た
漢
字
に
拠
る
。
各
会
派

名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
届
け
出
の
名
称
お
よ
び
略
称
を
用
い
た
。

一
、�

同
姓
の
者
が
あ
る
と
き
は
、
名
前
の
最
初
の
一
字
を
附
加
し
、
区
別

し
た
。

一
、�

一
般
質
問
は
県
政
や
農
業
、
土
木
、
福
祉
、
教
育
な
ど
テ
ー
マ
ご
と

に
ま
と
め
、
一
問
一
答
形
式
に
編
集
し
て
い
る
た
め
、
議
会
開
催
時

の
時
系
列
に
な
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
会
議
録
』
に
あ
る

実
際
の
質
問
順
と
は
異
な
る
。

一
、�

省
庁
、
行
政
機
関
、
市
町
村
、
学
校
、
部
署
・
役
職
な
ど
の
名
称
や

用
語
は
、
各
定
例
会
・
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
た
当
時
の
呼
称
を
そ
の

ま
ま
用
い
、
原
則
現
在
の
名
称
を
付
記
し
て
い
な
い
。
今
日
で
は
行

政
と
し
て
は
使
用
し
な
い
用
語
に
つ
い
て
も
、
時
代
相
を
伝
え
る
た

め
に
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。
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第
十
一
編


